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Ⅱ 調査概要 
 
本報告書では、建築基準に関する国際規格の整合及び諸外国の建築基準規制について、以下の情報

収集及び調査検討を行った。 
 
１ 建築基準に関する国際規格の整合 

 
以下の国際規格案について、情報収集及び調査・検討を行った。 

① 構造安全 
② 火災安全 
③ 建築物の省エネルギー性能 

 
調査・検討は、以下の手順で行った。 

① 「構造安全」、「火災安全」及び「建築物の省エネルギー性能」に関する ISO 規格（以下、「対

象 ISO 規格」という。）に関する情報収集 
② 学識経験者等に意見を聞く場の設置等 
③ 収集した情報の整理・分析及び対処方針案等の検討 
④ 建築分野に係るISO規格に関する情報収集 

 
情報収集のため、以下の国際会議に出席した。 
 

項目 会議名称 日時 場所 人数 
(1) 構造安全 ISO/TC98  

(構造物の設計の基本) 
2025年11月7日 Hybrid 会議(北京) 6名 

 ISO/TC98/SC1 
 (用語及び記号) 

2025年11月6日 Hybrid 会議(北京) 5名 

 ISO/TC98/SC2 
 (構造物の信頼性) 

2025年11月6日 Hybrid 会議(北京) 7名 

 ISO/TC98/SC2/WG13 
 (免震構造物の一般原則) 

2025年3月31日 
2025年6月6日 
2025年8月19日 
2025年11月4日 

Web 会議 
Web 会議 
Web 会議 
Hybrid 会議(北京) 

2名 
3名 
3名 
3名 

 ISO/TC98/SC3  
(荷重・外力及びその他の作

用) 

2025年11月6日 Hybrid 会議(北京) 9名 

 ISO/TC98/SC3/WG1 
(雪荷重） 

2025年5月26日 Web 会議 2名 

 ISO/TC98/SC3/WG2 
 (構造物への風作用) 

2025年6月24日 Web 会議 1名 

 ISO/TC98/SC3/WG9 
 (構造物への地震作用) 

2025年11月4日 Hybrid 会議(北京) 6名 

 ISO/TC98/SC3/WG11 
 (非構造部材への地震作用) 

2025年11月3日 Hybrid 会議(北京) 6名 

(2) 火災安全 ISO/TC92（火災安全） 2025年10月10日 エバンストン(米国) 
Web 会議 

2名 
1名 

 ISO/TC92/WG8（火災用語及び

定義） 
2025年10月7日 エバンストン(米国) 

 
4名 

 ISO/TC92/WG13（火災安全－

火災統計データ） 
2025年4月15日 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

1名 
2名 

 ISO/TC92/WG14（大規模屋外

火災と構造物） 
2025年10月9日 エバンストン(米国) 2名 
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 ISO/TC92/WG15（トンネルの

火災安全） 
2025年4月16日 
 
2025年10月8日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

2名 
1名 
2名 
1名 

 ISO/TC92/SC1（火災の発生及

び拡大） 
2025年4月16日 
 
2025年10月9日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

3名 
1名 
3名 
1名 

 ISO/TC92/SC1/WG5（小規模

火災試験方法） 
2025年4月15日 
2025年10月8日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

4名 
4名 

 ISO/TC92/SC1/WG7（中・大

規模火災試験方法） 
2025年4月15日 
2025年10月7日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

3名 
2名 

 ISO/TC92/SC1/WG10（火災試

験で用いる測定機器及び分析手

法） 

2025年4月16日 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

3名 
2名 

 ISO/TC92/SC1/WG11（火災安

全工学への火災試験の使用方

法） 

2025年4月14日 
2025年10月7日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

4名 
3名 

 ISO/TC92/SC2（耐火性） 2025年10月10日 エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
1名 

 ISO/TC92/SC2/WG1（一般要

求事項） 
2025年5月13日 
 
2025年10月8日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

3名 
 
2名 

 ISO/TC92/SC2/WG2（計算

法） 
2025年5月13日 
 
2025年10月8日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

2名 
 
1名 

 ISO/TC92/SC2/WG3（ドア、

シャッター及びガラス入り部

材） 

2025年5月14日 
 
2025年10月9日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

2名 
 
1名 

 ISO/TC92/SC2/WG4（換気ダ

クト及び防火ダンパー） 
2025年5月14日 
 
2025年10月9日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

2名 
 
1名 

 ISO/TC92/SC2/WG6（貫通及

び接合部） 
2025年5月14日 
 
2025年10月9日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

2名 
 
1名 

 ISO/TC92/SC2/WG8（噴流火

炎） 
2025年5月13日 トロンハイム(ノルウ

ェー) 
3名 

 ISO/TC92/SC2/WG11（炭化水

素火災及び類似のガス爆発火

災） 

2025年5月12日 
 
2025年10月7日 

トロンハイム(ノルウ

ェー) 
エバンストン(米国) 

3名 
 
2名 

 ISO/TC92/SC3（人間及び環境

への火災による脅威） 
2025年4月16日 
 
2025年10月8日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
2名 
3名 
2名 

 ISO/TC92/SC3/TG3（調整と計

画） 
2025年4月14日 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

3名 
3名 
1名 

 ISO/TC92/SC3/WG1（火災モ

デル） 
2025年4月14日 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

3名 
3名 
1名 
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 ISO/TC92/SC3/WG2（火災化

学） 
2025年4月14日 
 
2025年10月7日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
1名 
1名 
1名 

 ISO/TC92/SC3/WG5（燃焼生

成物の毒性作用の予測） 
2025年4月15日 
 
2025年10月7日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
1名 
1名 
1名 

 ISO/TC92/SC3/WG6（ 環境へ 
の火災による脅威） 

2025年4月15日 
 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
1名 
1名 
1名 

 ISO/TC92/SC4（火災安全工

学） 
2025年4月17日 
 
2025年10月9日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 
Web 会議 

1名 
2名 
2名 
1名 

 ISO/TC92/SC4/TG1（アドバイ

ザリーグループ） 
2025年4月14日 
 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国)  

1名 
1名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG1（設計対

象への火災安全性能概念の適

用） 

2025年4月15日 
2025年10月8日 

Web 会議 
エバンストン(米国) 

1名 
1名 

 ISO/TC92/SC4/WG6（設計火

災シナリオと設計火源） 
2025年4月16日 
 
2025年10月8日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 

1名 
1名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG7（計算方

法の検証及び妥当性確認） 
2025年4月14日 
2025年10月8日 

Web 会議 
エバンストン(米国) 

2名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG9（火災安

全工学に用いる計算手法） 
2025年4月15日 
 
2025年10月7日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 

1名 
1名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG10（火災リ

スク評価） 
2025年4月16日 
 
2025年10月9日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 

1名 
2名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG11（人間の

挙動） 
2025年4月15日 
2025年10月7日 

Web 会議 
エバンストン(米国) 

2名 
1名 

 ISO/TC92/SC4/WG12（火災時

の構造挙動） 
2025年4月14日 
 
2025年10月6日 

ベルリン(ドイツ) 
Web 会議 
エバンストン(米国) 

1名 
1名 
2名 

 ISO/TC92/SC4/WG13（能動的

防火システム） 
2025年4月17日 
2025年10月8日 

ベルリン(ドイツ) 
エバンストン(米国) 

1名 
2名 

(3) 建築物の省エ

ネルギー性能 
 

ISO/TC163  
（建築環境における熱的性能と

エネルギー使用） 

2025年9月18,19
日 

ピーチツリー(米) 1名 

 ISO/TC163JWG4 
（包括的手法による建物のエネ

ルギー性能） 

2025年9月15日 ピーチツリー(米) 
Web会議 
 

2名 

 ISO/TC163/SC2（計算法） 2025年9月17日 ピーチツリー(米) 3名 

 ISO/TC163/SC2/WG9（熱透

過率計算方法） 
2025年10月30日 
2025年12月26日 

Web会議 
Web会議 

1名 
1名 
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 ISO/TC163/SC2/WG16 
（冷暖房による年間エネルギー

使用の評価に用いる時間デー

タ） 

2025年4月10日 
2025年9月11日 

Web会議 
Web会議 

1名 
1名 

 ISO/TC163/SC2/WG18（建築

部材及び部位の温熱、太陽光並

びに昼光特性） 

2025年9月16日 
 

ピーチツリー(米) 4名  

 ISO/TC205（建築環境設計） 2025年9月16日 ピーチツリー(米) 5名  

 ISO/TC205WG1（一般原則） 2025年5月5-7日 
2025年9月17日 

マニラ(フィリピン) 
ピーチツリー(米) 

1名 
3名 

 ISO/TC205/WG2 
（省エネルギー建築設計) 

2025年3月5日 
2025年3月25日 
2025年5月1日 
2025年5月21日 
2025年9月16-18
日 

Web会議 
Web会議 
Web会議 
Web会議 
ピーチツリー(米) 

4名 
3名 
2名 
1名 
4名 

 ISO/TC205/WG3 
（ビル自動管理制御システム設

計） 

2025年3月5日 
2025年6月18日 
2025年9月17,18
日 
2025年12月19日 

Web会議 
Web会議 
Web会議 
 
Web会議 

1名 
1名 
1名 

 
1名 

 ISO/TC205/WG7 
（建築設計における自然と生物

多様性の統合） 

2025年5月5-7日 
2025年9月18日
2026年1月22日 

マニラ(フィリピン) 
ピーチツリー(米) 
Web会議 

1名 
2名 
2名 

 ISO/TC205/WG10 
（コミッショニング） 

2025年9月18日 ピーチツリー(米) 1名 

 ISO/TC205/JWG11（湿害） 2025年9月3日 
2026年1月13日 
2026年2月12日 

Web会議 
Web会議 
Web会議（予定） 

2名 
2名 
2名 

 ISO/TC205/JWG12 
（屋内視環境） 

2025年6月3日 
2025年9月15日 

Web会議 
ピーチツリー(米) 

2名 
2名 
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Ⅲ 調査結果の概要 
 
１ 建築基準に関する国際規格の整合 
 
1.1 構造安全 
 
1.1.1 対象ISO規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 
 
■ SC1（用語と記号） 
 SC1管理下の規格で2025年に状況の更新があったものは無かった。 
 
■ SC2（構造物の信頼性） 
 ISO/AWI TR 21259（ISO 23618に基づく免震設計例）： ISO 23618の規格を発行したWG13が担当。

コンビーナおよびプロジェクトリーダーは日本の齊藤大樹教授である。2025年度は国際WGを4回、

国内会議を3回開催し、SC2会議において活動状況の報告を実施した。 
 ISO 22111:2019（構造設計の一般的枠組み）：2024年7～12月に実施した1回目のSR結果は採用国

不足により”廃止”となった。しかし、その後の廃止投票では採用国数を満足したため、”規格維持”と
なる見込み。 

 ISO 13824:2020（構造物を含むシステムのリスクアセスメントに関する一般原則）：2025年1～6月
に実施した1回目のSR結果は採用国不足により”廃止”となった。 

 ISO 2394:2015（構造物の信頼性に関する一般原則）：2025年7～12月に実施した2回目のSR結果は”
確認”となった。 

 
■ SC3（荷重・外力及びその他作用） 
 日本が幹事国で、2025年は高田毅士名誉教授が議長を務めた。2026年1月より糸井達哉准教授が議

長を務めている。 
 ISO/AWI 3010 (構造物への地震作用)： 2025年10月にこの規格を担当するSC3/AHG9から規格改訂

のRecommendationsが発出され、SC3委員会はこれを承認、2025年10月にアクティブステージへ移

行した。現在はSC3/WG9で改訂作業を行っている。コンビーナは日本の小豆畑博士である。

2025年は、改訂点についてSC3会議で承認を受け、WGの委員の人選と登録が完了し具体的な

作業に入っている。 
 ISO/AWI 4354 (構造物への風作用) :コンビーナおよびプロジェクトリーダーはカナダのTed博

士である。2025年10月にDIS登録に到達し、現在はDIS投票中。 
 ISO/AWI 4355 (屋根の雪荷重の決定)：コンビーナおよびプロジェクトリーダーはノルウェーの

Thiis博士である。2025年10月にDIS登録に到達し、現在はDIS投票中。 
 ISO 9194:1987 （構造物の自重，非構造部材及び収容物による作用‐密度)：2024年1～6月に実施し

た6回目のSR結果、規格採用国が５ヶ国以下となり、その後の廃止投票でも採用国数を満足しなか

ったため廃止が決定された。 
 ISO 10252:2020（人間活動による偶発作用）：2025年1～6月に実施した1回目のSR結果は採用国不

足により”廃止”となった。 
 ISO 11697:1995（粉粒体による荷重）：2025年7～12月に実施した5回目のSR結果は採用国不足に

より”廃止”となった。 
 ISO/PWI 13033 (非構造部材への地震作用) : SC3/WG11で改訂準備の活動を行っている。コンビ

ーナは日本の伊藤弘博士である。2025年は、具体的な改訂点について日本、アメリカのエキス

パートから提案を行い、国際会議にて議論を実施した。 
 ISO/AWI 23469 (地盤基礎構造物への地震作用) : 2025年5月にこの規格を担当するSC3/WG10

から規格改訂のRecommendationsが発出され、SC3委員会はこれを承認、2025年5月にアク

ティブステージへ移行した。コンビーナは日本の野津厚博士である。2025年は、改訂点について

SC3会議で承認を受け、WGの委員の人選と登録が完了し具体的な作業に入っている。 
 
 
1.1.2 対処方針 
 
■ SC2（構造物の信頼性） 
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・ ISO/AWI TR 21259は、免震設計例に関する技術報告書であり、その基となる規格ISO 23618は
日本がリードして発行したもので、引き続き設計例も日本がリードして提示して積極的に取り組

んでいく。2026年には発行に到達する見込みである。 
 
■ SC3（荷重・外力及びその他作用） 
・ SC3は日本が幹事国であり議長も日本であることから、既存規格に新しい項目を追加して規格を改

訂していくとともに、新しい規格の開発へ積極的に対応していく。 
・ ISO/AWI 3010は、「構造物・地震作用」に対する規格改訂であり、コンビーナは日本が務める。地

震国ならではの豊富な調査・研究をベースに積極的にプロジェクトをリードしていく。 
・ ISO/DIS 4354は、「風荷重」に対する規格改訂であり、引き続き日本国内WGにて建築及び土木分

野が共同して活動して、国際WGへ積極的に参画していく。 
・ ISO/DIS 4355は、「雪荷重」に対する規格改訂であり、世界有数の多雪国としての豊富な調査・研

究をベースに積極的にプロジェクトへ参画していく。 
・ ISO/PWI 13033は、「非構造部材・地震作用」に対する規格改訂で、コンビーナは日本が務める。

数名のエキスパートも参加して、地震国ならではの豊富な調査・研究をベースに積極的にプロジ

ェクトをリードしていく。 
・ ISO/AWI 23469は、「地盤基礎構造物・地震作用」に対する規格改訂で、コンビーナは日本が務め

る。数名のエキスパートも参加して、土木分野の豊富な調査・研究をベースに積極的にプロジェク

トをリードしていく。 
 
上記以外の規格については、次回SRに向けて事前の準備を積極的に進めていくこととする。 

 
 

1.2 火災安全 
 
1.2.1 対象 ISO 規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 
 

ISO/TC92は、火災安全に関する建築材料や建築物に関する試験方法、火災安全設計について所掌し

ている。日本においては、建築基準法や住宅の品質確保の促進等に関する法律等との関連が深い。 
また、火災試験において測定方法（測定者の技量を含む）や測定装置の信頼性を検証するために、

複数の試験所に同一の試験体を回して試験するラウンドロビンテストが重要であり、試験体を提供す

る企業と試験所の協力が欠かせない状況にある。 
2025年は、TC92全体の国際会議がハイブリッド形式で1回開催された。 
TC92直下では、現在、WG8（火災用語及び定義）、WG13（火災安全－火災統計データ）、WG14

（大規模屋外火災と構造物）、WG15（トンネルの火災安全）及びTG2（消防隊員）が活動しており、

WG8はハイブリッド形式の国際会議が1回、WG13はハイブリッド形式の国際会議が2回、WG14はハ

イブリッド形式の国際会議が2回、WG15はハイブリッド形式の国際会議が2回開催された。TG2の国

際会議は開催されなかった。 
・TC92に関して、ISO/TR 17755:2014（火災安全－各国の火災統計実例の概要）は、規格存続に関す

るCIB投票を経て、存続が決定した。 
・WG8に関して、ISO/WD 13943（火災安全－用語）のCD投票が行われたが、直後にプロジェクトが

中止された。 
・WG13に関して、ISO/CD TS 17755-2（火災安全－統計データ集－第2部：用語）は、今後CD投票の

コメントの確認が行われる。ISO/NP TS 17755-3（火災安全－統計データ集－第3部：統計データ収

集方法）は、アンケート調査が行われた。日本とカナダに対しては、欠損データをどのように修復

しているのか、プロジェクトリーダーがヒアリングを実施する。 
・WG14に関して、ISO/TR 24188（大規模屋外火災と構造物－標準化のための様々なアプローチの包

括的な概要）が2025年2月に発行された。ISO/WD 24944（大規模屋外火災の標準化された火災後デ

ータ収集方法）は、今後WDS投票のコメントの確認が行われる。ISO/AWI TS 25399（大規模屋外

火災と構造物：熱流束暴露試験方法の調和）は、現在WDの作成が進められている。ISO/NP TS 
26520（大規模屋外火災のモデリングアプローチ）は、2025年10月会議で開発提案がなされ、現在

NP投票が行われている。 
・WG15に関して、ISO/WD TR 24488（道路トンネルの火災安全－基準の枠組と研究の概要）は、
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WDを確認後、CD投票の実施が合意された。今後CD投票のコメントの確認が行われる。 
 
■ SC1（火災の発生及び拡大） 
・SC1の構成 

WG5 ：Small and bench scale fire test methods（小規模火災試験方法） 
WG7 ：Large and intermediate scale fire test methods（中・大規模火災試験方法） 
WG10：Specification for measuring devices and instruments used in fire tests and 

methodologies of analysis（火災試験で用いる測定機器及び分析手法） 
WG11：Methods of use of reaction to fire tests for fire safety engineering（火災安全工学への火災

試験の使用方法） 
 
・2025年は、SCの全体の国際会議がハイブリッド形式で2回開催された。また、WGsの国際会議が対

面形式で8回開催された。 
・SC1に関して、ISO 14697:2007（火災反応試験－建築･輸送製品の基材の選択のガイダンス）は、

2023年度に実施されたSR投票において、当該規格の採用国及び使用国が5か国未満であることが確

認され、2024年4月会議で廃止が“確認”されたが、その後日本からの異議申し立てが認められ、2025
年3月に規格存続を問うTMB投票が行われた。投票の結果、存続が決定された。 

・WG5に関して、ISO/AWI TS 5660-3（火災反応試験－発熱速度、煙生成速度、質量減少速度－第3
部：測定のガイダンス）は、日本から鉛直コーンカロリーメーター試験方法に関する記述を提案

し、他国からの異論はなかった。ISO/CD 5660-5（火災反応試験－発熱速度、煙生成速度、質量減

少速度－第5部：低酸素状況における発熱速度（コーンカロリーメーター法）及び煙生成速度（動的

測定））は、DIS投票が実施され、今後DIS投票のコメント確認が行われる。ISO 9239-1（床材の火

災試験反応－第1部：放射熱源を用いた燃焼挙動の測定）が2025年6月に発行された。ISO 11925-2
（火災反応試験－接触火炎による建築製品の着火性－第2部：単一火源試験）が、編集上の修正を経

て、2026年1月に発行された。ISO/PWI 19021（FTIRを用いたISO 5659-2におけるガス濃度の試験

方法）は、国際ラウンドロビン試験の進捗状況が確認された。日本は国内ラウンドロビン試験検討

WGで本件に適宜対応している。 
・WG7に関して、ISO/FDIS 3957（火災反応試験－壁面システムのための並列パネル試験方法－発熱

と煙生成の測定）が2025年7月に発行された。ISO/CD 13784-1（サンドイッチパネル建築システム

の火災反応試験－第1部：小規模ルーム試験）は、DIS投票で反対意見がないことを確認した。編集

上の修正を行い、2026年5月会議で確認後、FDISへ移行する予定である。ISO/CD 13785-1.2（ファ

サードの火災反応試験－第1部：中規模試験）は、DIS投票が行われ、今後投票結果について確認さ

れる。ISO/PWI 16211（ファサード火災の試験及び評価のためのロードマップとガイダンス）は、

一度期限切れにより中止されたが、再度PWI登録がなされた。ISO/TS 23657:2022（サンドイッチ

パネル建築システムの火災反応試験－中規模箱型試験）は、改訂開始に関するCIB投票が行われ、今

後投票結果が確認される。 
・WG10に関して、ISO/TS 19850:2022（火災試験－煙のパラメータを測定するための白色光の代替と

してのLED（発光ダイオード）の使用）は、欧州で行われているラウンドロビン試験結果を追記す

るため、改訂することとなった。ISO/PWI 24909（火災試験－火災試験における熱電対の使用に関

するガイダンス）は、WDへの移行が確認された。 
・WG11に関して、ISO/TR 22099（火災安全工学への火災反応試験データの使用例）が2025年5月に

発行された。ISO/PWI TR 24905（火災安全工学への火災試験データの変換）は、日本が事前に提出

した規格文書案について確認が行われた。 
 
■ SC2（耐火性） 
・SC2の構成 

WG1 ：General requirements（一般要求事項）  
WG2 ：Calculation methods（計算法） 
WG3 ：Fire resistance tests for doors, shutters and glazed elements 
 （ドア、シャッター及びガラス入り部材） 
WG4 ：Ventilation ducts and fire dampers（換気ダクト及び防火ダンパー） 
WG6 ：Penetrations and joints（貫通及び接合部） 
WG8 ：Jet fires（噴流火炎） 
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WG9 ：Joint ISO/TC 92/SC 2 - ISO/TC 178 WG: Lift landing doors 
 （ISO/TC92/SC2とISO/TC/178の合同WG：エレベータ乗り場戸） 
WG11：Hydrocarbon fires and related gas explosion events 
 （炭化水素火災及び類似のガス爆発火災） 

 
・2025年は、SCの全体の国際会議がハイブリッド形式で1回開催された。また、WGsの国際会議がハ

イブリッド形式で13回開催された。 
・SC2に関して、ISO 10294-5:2005（耐火試験－空気分配システムのための防火ダンパー－第5部：膨

張性防火ダンパー）は、ISO 10294シリーズのISO 21925シリーズへの統合に伴い廃止する方針であ

ることを確認した。 
・WG1に関して、ISO 834-1（耐火試験－建築構造部材－第1部：一般要求事項）が2025年5月に発行

された。ISO 834-2:2019（耐火試験－建築構造部材－第2部：耐火試験炉から試験体への暴露量の測

定に関する要求事項及び推奨事項）は、改訂作業が開始された。ISO/DIS 834-7（耐火試験－建築構

造部材－第7部：柱の特定要求事項）が2025年7月に発行された。 
・WG2に関して、ISO/CD TS 21721.3（非対称間仕切壁／垂直幕の耐火性能に関する計算のガイダン

ス）は、CD投票のコメントが確認された。 
・WG3に関して、ISO 3008-1（耐火試験－ドア及びシャッター部材－第1部：一般要求事項）が2025
年6月に発行された。ISO 5925（火災試験－防煙扉及びシャッター部材）が2025年12月に発行され

た。 
・WG4に関して、ISO 6944-1:2024（火災の封じ込め－建築構造部材－第1部：換気ダクト）は、2面
および3面ダクトに関する要件を導入するための改訂が開始された。 

・WG6に関して、ISO/DIS 10295-1（建築部材と構成材料の耐火試験－付帯設備の耐火試験－第1部：

貫通部のシール）は、DIS投票が行われ、編集上のコメントに対応後、発行されることとなった。 
・WG8に関して、ISO/DIS 22899-2（受動的耐火被覆材の噴流火炎に対する耐火性の決定－第2部：試

験方法の選択及び実施方法に関するガイダンス）は、現在DIS投票が行われている。 
・WG11に関して、ISO/FDIS 23693-2（受動的耐火被覆材のガス爆発に対する耐性の決定－第2部：

区画部材）は、DIS投票時のコメントに対応し、現在FDIS投票が行われている。ISO/FDIS 23693-3
（受動的耐火被覆材のガス爆発に対する耐性の決定－第3部：弾性変形のみを受ける管状及びI断面

部材）は、DIS投票結果が確認され、現在FDIS投票が行われている。 
 
■ SC3（人間及び環境への火災による脅威） 
・SC3の構成 

TG3 ：Coordination and planning（調整と計画） 
WG1 ：Fire model（火災モデル）  
WG2 ：Fire chemistry（火災化学） 
WG5 ：Prediction of toxic effects of fire effluents（燃焼生成物の毒性作用の予測） 
WG6 ：Fire Threat to the Environment（環境への火災による脅威） 

 
・2025年は、SCの全体の国際会議がハイブリッド形式で2回開催された。また、WGsの国際会議がハ

イブリッド形式で10回開催された。 
・WG1に関して、ISO/NP TS 25492（人間への火災による脅威－建物火災時の有毒ガス放出量の推

定）は、現在NP投票が行われている。また、当該文書の作成にはISO/TC92/SC4との連携が必要で

あることが協調されている。ISO/CD TR 29903-2（さまざまな試験の有毒ガスデータの比較－第2
部：適用例）は、WDが確認され、現在CD投票が行われている。 

・WG2に関して、ISO/PWI TR 6300.2（FTIR分光法を用いた燃焼生成物分析の解説）は、DTR投票

の実施が合意されていたが、作業が目標期日に間に合わなかったため、再度PWI登録されることと

なった。ISO 29904（火災化学－火災におけるエアロゾルの生成と測定）は、用語を他TCで推奨さ

れる一般名称に置き換えるために追補がされており、DIS投票が行われた。 
・WG5に関して、ISO/DIS 13571-1（火災における生命の危険に関わる要素－第1部：火災時の避難可

能時間と避難能力の推定に関するガイドライン、A法）は、DIS投票結果が確認され、FDIS投票を

行うこととなった。ISO/PWI TR 13571-2（火災における生命の危険に関わる要素－第2部：避難可

能時間の評価方法及び例示）は、改訂開始が合意され、PWI登録された。ISO/DIS 13571-3（火災に

おける生命の危険に関わる要素－第3部：火災時の避難可能時間と避難能力の推定に関するガイドラ
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イン、B法）は、DIS投票結果が確認され、FDIS投票を行うこととなった。ISO/CD TR 13571-4
（火災における生命の危険に関わる要素－第4部：各モデルの比較）は、CD投票結果が確認され、

DTR投票を行うこととなった。ISO/DIS 13571-5（火災における生命の危険に関わる要素－第5部：

熱、煙による遮蔽、質量減少モデル）は、DIS投票結果が確認され、FDIS投票を行うこととなっ

た。新規プロジェクトとして、ISO/PWI TR 25884（燃焼生成物が人間の健康と安全に及ぼす身体機

能への影響）、ISO/PWI TR 25885（火災エアロゾルの毒性）がPWI登録された。 
・WG6に関して、ISO 19677（林野火災が環境と人間に与える悪影響の評価）が2025年7月に発行さ

れた。ISO/CD TR 26367-5（燃焼生成物が環境に与える悪影響を評価するためのガイドライン－第5
部：火災時に放出される分解生成物の定性的推定）は、CD投票結果の確認が行われ、修正したもの

を2026年5月会議に審議する予定である。ISO/CD TR 26368（消火水の流出からの環境影響の抑

制）は、CD投票結果が確認され、修正したものをWGで確認後、DTR投票を行う予定である。 
 
■ SC4（火災安全工学） 
・SC4の構成 

TG1 ：Advisory group（アドバイザリーグループ） 
WG1 ：Application of fire safety performance concepts to design objectives  
 （設計対象への火災安全性能概念の適用） 
WG6 ：Design fire scenarios and design fires（設計火災シナリオと設計火源） 
WG7 ：Verification and validation of calculation methods（計算方法の検証及び妥当性確認） 
WG9 ：Calculation methods for FSE（火災安全工学に用いる計算手法）  
WG10：Fire risk assessment（火災リスク評価） 
WG11：Behaviour and movement of people（人間の挙動）  
WG12：Structures in fires（火災時の構造挙動） 
WG13：Active fire protection systems（能動的防火システム） 

 
・2025年は、SCの全体の国際会議がハイブリッド形式で2回開催された。また、WGsの国際会議がハ

イブリッド形式で18回開催された。 
・WG1に関して、ISO/CD TR 23801（火災安全工学－建物のリスクベースの火災安全設計の概念と応

用例）は、PLを支援するための小グループが設置され、ISO 23932-1（火災安全工学－一般原則－

第1部：一般事項）に文書構成を合わせる方法を議論している。ISO/PWI TR 24271（火災安全工学

－性能ベースの火災安全設計のための立法及び行政基盤の国際的レビュー）は、期限切れにより中

止となったが、文書作成再開の意向を確認した。 
・WG6に関して、ISO/TS 16733-2（火災安全工学－設計火災シナリオ及び設計火源の選択－第2部：

設計火源）は、2026年1月に発行された。 
・WG7に関して、ISO/AWI TS 24273（火災安全工学－CFD計算方法の使用に関するガイダンス）

は、日本とドイツからの追加コメントに対応し、CD投票の準備を進めることとなった。 
・WG9に関して、ISO/DIS 24678-6（火災安全工学－代数式に適用される要求事項－第6部：フラッシ

ュオーバー関連現象）は、DIS投票結果を確認し、発行することが合意された。ISO/DIS 24678-7
（火災安全工学－代数式に適用される要求事項－第7部：開放プール火災から受ける放射熱流束）

は、SR投票において文書書式の改訂と作図ミスが確認されたため、改訂作業に着手することとなっ

た。現在、DIS投票が行われている。ISO/AWI 24678-8（火災安全工学－代数式に適用される要求

事項－第8部：固体表面での火炎伝播）は、NP投票からの変更点について説明され、追加のコメン

トを求めることとなった。 
・WG10に関して、ISO/CD 16732-1（火災安全工学－火災リスク評価－第1部：一般事項）は、CD投

票後の修正版を確認し、DIS投票を行うことが合意された。 
・WG11に関して、ISO/CD TR 25154（火災安全工学－ビルディング・インフォメーション・モデリ

ングによるデジタル・ワークフローのサポート）は、CD投票結果を確認した。残った課題に対して

対応した後、DTR投票を行うこととなった。 
・WG12に関して、ISO/CD TR 24679-4（火災安全工学－火災時の構造性能－第4部：15階建鉄骨造事

務所ビルの例）は、CD投票後の修正版を確認した。残った課題に対して対応した後、DTR投票を行

うこととなった。 
・WG13に関して、ISO/CD 20710-2（火災安全工学－能動的防火システム－第2部：熱検知時間の推

定）は、CD投票後の修正版を確認したが、修正事項が多く、まだ書けていない部分が多い状態であ
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る。 
 
1.2.2 対処方針 
 
火災安全の分野は、日本では、材料や構造の試験方法、避難安全検証法など建築基準法と関連の深

い分野であり、積極的に関与していく。 
 
日本は、SC1/WG10（火災試験で用いる測定機器及び分析手法）、SC2/WG2（計算法）、

SC3/WG2（火災化学）、SC4/WG1（設計対象への火災安全性能概念の適用）及びSC4/WG9（火災安

全工学に用いる計算手法）のコンビーナ（主査）として活動しており、これら活動を積極的に支援し

ていく。 
 
また、日本からは、以下の規格を提案しており、積極的に対応していく。 

1．SC1/WG10：ISO/PWI 24909（火災試験－火災試験における熱電対の使用に関するガイダン

ス） 
2．SC1/WG11：ISO/PWI TR 24905（火災安全工学への火災試験データの変換） 
3．SC2/WG2：ISO/CD TS 21721.3（非対称間仕切壁／垂直膜の耐火性能に関する計算のガイダ

ンス） 
4．SC4/WG1：ISO/CD TR 23801（火災安全工学－建物のリスクベースの火災安全設計の概念と

応用例） 
6．SC4/WG9：ISO/PRF 24678-6（火災安全工学－代数式に適用される要求事項－第6部：フラッ

シュオーバー関連現象） 
7．SC4/WG9：ISO/DIS 24678-7（火災安全工学－代数式に適用される要求事項－第7部：開放プ

ール火災から受ける放射熱流束） 
8．SC4/WG12：ISO/CD TR 24679-4（火災安全工学－火災時の構造性能－第4部：15階建鉄骨造

事務所ビルの例） 
 
なお、2025年は、日本提案規格の内、下記の1規格が発行された。 

・SC1/WG11：ISO/TR 22099:2025（火災安全工学への火災反応試験データの使用例）→2025年
5月発行 

 

 

1.3 建築物の省エネルギー性能 
 
1.3.1 対象ISO規格の状況と今年度に開催された会議内容のまとめ 

■ TC163（建築環境の熱的性能とエネルギー使用） 
2025年9月にピーチツリー（米国）会議が対面で開催された。会議前には準備のため、会議後には報

告のため、計2回のTC163国内委員会を開催した。 
ISO 9229（断熱－用語の定義）の定期見直しの結果、2025年9月「継続承認」となった。改訂

Strategic Business Planの承認投票が2025年12月に終了。新しいSC5 "Bio-based non-structural 
building materials"の設立の可否に関するCIB投票が2025年6月終了。その後TMBにおいて2025年10
月に設立が承認された。ISO 17772-1:2017 ed.1（建物のエネルギー性能－室内環境品質－建物のエネ

ルギー性能の設計及び評価のための室内環境の入力項目）の見直し可否についてのCIB投票が2025年9
月終了し見直しが承認された。ISO/TC 205/JWG 11のTC163側のco-convenor候補のCIB投票が2025
年9月終了し、日本推薦のMr Petter Wallentén (Sweden)が次期co-convenorに決定した。 
 
■ TC163/WG4（包括的手法による建物のエネルギー効率） 

2025年9月にピーチツリー（米国）会議が対面で開催された。TC163とTC205の両TCにまたがる包

括的なアプローチによる規格を扱うほか、EUの環境に関する指令の改訂に伴うEPB（Energy 
Performance of Buildings）規格も扱っている。PWIとしてISO17772-1の見直しとなるISO52007-
1(建物のエネルギー性能の設計及び評価のための室内環境の入力項目)、既規格ISO52000シリーズ(建
物のエネルギー性能シリーズ)他の見直しや、EPB規格のBIMへの対応を検討している。 
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2024年3月にISO/PWI 52000-1:2017(Ed 2)（建物のエネルギー性能－包括的エネルギー性能評価－

第1部：一般的枠組み及び手順）並びにISO/PWI 52003-1:2017(Ed 2)（建物のエネルギー性能－指標、

要件、格付け及び認証－第1部：一般的側面及び総括エネルギー性能への応用）の新提案があがったが

その後の進捗はない。2025年9月にISO 17772-1:2017 ed.1（建物のエネルギー性能－室内環境品質－

建物のエネルギー性能の設計及び評価のための室内環境の入力項目）の見直しがCIBで承認された。新

たに、ISO/AWI 52007-1 ed.1（建物のエネルギー性能-室内環境の入力項目-part 1:原則並びにガイダン

ス）、ISO/AWI 52007-3 ed.1（建物のエネルギー性能-室内環境の入力項目-part 3:熱的快適性の設計と

評価）並びにISO/AWI 52007-5 ed.1（建物のエネルギー性能-室内環境の入力項目-part 5:室内空気品質

の設計と評価）の3件が2025年9月にNP登録となった。 
 
■ TC163/SC2（計算方法） 

2025年9月にピーチツリー（米国）会議が対面で開催された。会議前には準備のため、会議後には報

告のため、計2回のTC163国内委員会を開催した。 
今後の取り組みとして、ISO 52022-3:2017(Ed 1)（建築物のエネルギー性能－建築部材及び部位へ

の熱、太陽光及び昼光特性－第 3部：詳細計算法 )の見直しが 2025年 8月決定。並びに ISO 
10456:2007(Ed 3) (建築材料及び製品－温湿度特性－設計値一覧表及び熱性能の宣言値及び設計値決定

の手順)の見直しについてWG9を復活させて実施の可否についてのCIB投票が2025年8月に承認。2026
年1月にISO 6243:1997 ed.1（建築設計用気象データ－記号方式案）、ISO 13787:2003 ed.1（建築設備

及び産業用装置のための断熱材－熱伝導率宣言値の決定）、ISO 15758:2014 ed.2（建築設備及び産業

用装置の温湿度特性－水蒸気拡散の計算－冷水管の断熱）、ISO 15927-1:2003 ed.1（建築物の温湿度

性能－気象データの計算と提示－第1部：単独気象要素の月平均値）、ISO 15927-2:2009 ed.1 (建築物

の温湿度性能 - 気象データの計算と提示 – 第2部：冷房負荷設計の為の時間データ)、ISO 15927-3:2009 
ed.1（建築物の温湿度性能 - 気象データの計算と提示 – 第3部：風と降雨の時間データによる鉛直面浸

入降雨指標の計算)、ISO 15927-5:2004 ed.1（建築物の温湿度性能－気象データの計算と提示－第5
部：暖房用空調熱負荷設計用のデータ）の7件の定期見直しが開始。 
 
■ TC163/SC2/WG9（熱透過率計算方法） 

ISO 10456:2007 ed.3 (建築材料及び製品－温湿度特性－設計値一覧表及び熱性能の宣言値及び設計

値決定の手順)の見直しのため2025年8月復活。 
 
■ TC163/SC2/WG15（エネルギー性能計算方法） 

2013年度設立。EPB規格を扱う。ISO 52016-3:2023/PRF Amd 1 ed.1（建築物のエネルギー性能－

暖房及び冷房，内部温度並び顕熱及び潜熱負荷のエネルギー需要－第3部：適応建物外皮要素に関する

計算手順)は2024年2月にNP承認されその後順調に推移し2025年9月IS発行となった。現在審議中の

Projectはない。 
 
■ TC163/SC2/WG16（冷暖房による年間エネルギー使用の評価に用いる時間データ） 

TC163/SC2のISO 15927-4（建築物の温湿度性能－気象データの計算と提示－第4部：冷暖房による

年間エネルギー使用の評価に用いる時間データ）は、2005年7月にISOが発行されているが、2018年
11月に改訂されることとなった。今だ2022年9月にNP受領の段階で進捗がなく、2025年9月一旦取下

げとなった。現在、再度NPから再出発の準備中。 
 
■ TC163/SC2/WG17（窓，ドア及び日射遮蔽物の熱性能の詳細計算）： 

TC163/SC2のISO 15099（窓、扉及び日除け装置の熱性能－詳細計算）の見直しを、新たにWG17
を設置して実施することとなった。日本からは、二宮委員、木下委員、齊藤委員がexpertとして参加

し見直し作業にあたっている。2024年5月にDIS承認。現在コンビーナ不在となり今後の進捗が危惧さ

れる。 
 
■ TC163/SC2/WG18（透過性建物外皮部材の温熱、太陽光並びに昼光特性）： 

ISO 52022-3:2017の見直しのために2025年8月設立。 
 

 
■ TC205（建築環境設計） 
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TCの全体会議は、ほぼ毎年1回開催で、今年も対面でピーチツリー（米国）で2025年9月に開催さ

れ、関連するTC163/JWG4並びにTC163との共同開催となった。国内会議は国際会議前後にそれぞれ1
回で計2回開催、担当毎の規格の進捗状況報告や、投票に対しての審議・検討を実施した。 
定期見直しの結果、ISO  16818:2008  （建築環境設計－省エネルギー設計－用語集）が2025年6月

に,ISO 22510（ビル自動制御及びビル管理におけるオープンデータ通信)が2025年3月に継続承認とな

った。他、現議長Erbe氏の最長任期9年の例外対応についてのCIB投票が2025年7月終了。その後次期

議長候補を2026年早々に決めることを条件に1年延期がTMBにても承認された。 
 

 
■ TC205/AG1（ジョイントアドバイザリーグループ TC163-TC205 ISO 52000 ファミリーのコー

ディネーション） 
2018年Oslo会議において、ISO 52000規格群のコーディネーションのために設立された。EPB規格

との整合やnumberingの調整並びに審議状況の管理を行う。他、ISO Smartや気候変動への対応や

EPB Centerでの情報提供を実施。 
 
■ WG1（一般原則） 

2023年9月日本からISO/PWI 16813-2 （建築環境設計－屋内環境－part2:コンピュテーショナルデ

ザイン）、米国からISO/PWI 24646（建築環境設計－成果主義の建築設計による利用者のウェルビー

イングと満足度－）の提案がされて現在審議中。また、コンビーナの2026-2028の任期延長について

のCIB投票の結果承認となった。 
 
■ WG2（省エネルギー建築設計） 

2020年3月より野中委員（JISC）がコンビーナを務める。 
日本提案ISO/WD 21075（住宅における全般機械換気システムの設計並びに評価プロセス）は順調に

推移し2026年1月DIS終了となった。日本提案のISO/WD 22511-1（外気利用冷房システムの設計プロ

セス－Part 1：非住宅建物における無動力式およびハイブリッド式外気利用冷房システム）は自動キャ

ンセル回避のため、2025年8月締切でstageをWDからPWIに戻すCIB終了し、PWIからの再出発とな

った。また、日本提案のISO/TS 23764(ゼロエネルギー非住宅建築物達成手法）は2023年9月見直しと

なり2025年10月CD承認され、DIS登録となった。また、ISO/CD TS 23764のプロジェクトリーダー交

代（師尾委員→牛尾委員）についてのCIB投票の結果承認となった。 
 
■ WG3（ビル自動管理制御システム（BACS）デザイン） 

ISO16484（ビル自動管理制御システム）シリーズのうち、Part 3（機能）(2005 ed.1)が2025年4月
に見直しとなり、2025年12月にed.2のDIS登録となった。Part4（アプリケーション）は2025年8月に

IS発行となった。Part 5（第5部：データ通信プロトコル）2022 ed.7が2025年4月に見直しとなり、

2025年4月にed.8がDIS承認となった。Part6（データ通信－適合試験）の見直しは順調に推移し2026
年1月にIS発行準備となった。新たにISO/PWI 25699 ed.1（建物における分析と自動化応用のための意

味データモデル）が2025年1月NP受領。並びにISO/AWI TR 26415 ed.1（BIMにおけるBACSの状況）

が2025年11月NP登録となった。また、コンビーナの2026-2028の任期延長についてのCIB投票の結果

承認となった。 
 
■ WG7（建築設計における自然と生物多様性の統合） 

2022年9月にTC274とのJWG12が新たに設立され、既存の3つのproject（ISO 16817, 19454, 
20734）すべてが移管され、新たに名称を「建築設計における自然と生物多様性の統合」に変更し

た。現在、ISO/PWI 22094（建築設計における自然と生物多様性の統合－一般原則）を提案して

2023年9月よりNP見直し中。また、コンビーナの2026-2028の任期延長についてのCIB投票の結

果承認となった。 
 
■ WG8（輻射暖冷房システム） 
湿式のラジエター暖冷房システムの規格11855と18566シリーズが対象プロジェクト。現在審議中のプ

ロジェクトはない。また、コンビーナの2026-2028の任期延長についてのCIB投票の結果承認となった。 
 
■ WG9（暖冷房システム） 

13



III 

  

ISO  52031:2020（暖冷熱空間放出システム）が定期見直しの結果2025年9月「継続承認」となった。

新たにISO/PWI 52033-1 ed.1（エネルギー貯蔵システムのエネルギー必要量と効率 Part1:計算法）

が2024年8月にNP投票結果の見直しを終了したがその後進捗がない。また、コンビーナの2026-2028
の任期延長についてのCIB投票の結果承認となった。 
 
■ WG10（コミッショニング） 
日本の宮田委員がコンビーナを務める日本提案のWG。2012年に設立決定。新規および改修建物の設

計段階全体を対象としたコミッショニング、性能検証を実施するための建物環境設計手法、具体的なシ

ステムおよび機器の性能検証手法をスコープとする。 
日本提案のISO 19455-1（建築物のコミッショニングのための機能性能試験方法 第1 部：二次ポンプ変

流量システム）が定期見直しの結果2025年3月に「継続承認」となった。ISO 24359-1 （建物のコミッシ

ョニングプロセス計画第1部：新築建物）は、2024年10月CD承認となり、順調に推移し2026年1月IS発
行となった。また、コンビーナの2026-2028の任期延長についてのCIB投票の結果承認となった。 

 
■ JWG11（湿害） 

日本の高田主査がコンビーナを務める日本提案のTC163とのJWG。ベルリン会議において、

TC205側に設立することが決定。2016年10月に設立。 
ISO 22185（建物の湿害の診断と対策の実施）シリーズ：コンビーナの2026-2028の任期延長につ

いてのCIB投票が2025年8月終了。TC163側でも同様の投票があり日本推薦のMr. Petter Wallenten
が承認された。また、遅れていたpart3（被害状況の把握）が2026年1月NP登録となった。 

 
■ JWG12（屋内視環境） 

日本の古賀委員がコンビーナを務める。TC274とのJWG。2022年9月に設立された。旧WG7の
既存の3つのproject（ISO 16817, 19454, 20734）すべてが移管された。2023年5月に名称と活動

領域を決定し、2024年12月CD 20734（屋内視環境のための昼光照明設計方法）開始。他、ISO 
19454（視環境のサステナビリティ原理のための採光用開口設計）が2024年12月「継続承認」と

なった。 
 
 
1.3.2 対処方針 

 
日本から以下の5つの提案を行っており、積極的に対応していく必要がある。 

 
1．ISO 22185シリーズ（建物の湿害の診断と対策の実施）について、日本から提案。TC205と 

TC163 のジョイントワーキング TC205/JWG11 として、2016 年 9 月に発足。その後全体を 4 
つのpart に分けて進めることとなり、part1は順調に進み2021年2月にIS発行となった。part2も
2024年2月IS発行。part3が2026年1月NP登録となった。 

 
2．日本提案ISO/WD 21075（住宅における全般機械換気システムの設計並びに評価プロセス）は

2026年1月DIS終了となった。 
 
3．日本提案のISO/WD 22511-1（外気利用冷房システムの設計プロセス－Part 1：非住宅建物にお

ける無動力式およびハイブリッド式外気利用冷房システム）は、一旦2025年9月に予備段階に移

行し再度のNP準備に戻った。 
 
4．日本提案のISO/TS 23764(ゼロエネルギー非住宅建築物達成手法）は2023年9月見直しとなり順

調に推移し2025年10月DIS登録となった。 
 
5 ．ISO/PWI 16813-2 （建築環境設計－屋内環境－part2:コンピュテーショナルデザイン）につい

て、2023年9月より日本からNP提案を開始した。 
 
規格そのものへの対応ではないが、TC163 と TC205 の作業項目に注視し、日本が不利益をこうむ

らないよう対応していく必要がある。52000 シリーズ等の規格番号の振りなおしに関しては、わかりや

すい順番となるよう、積極的に意見を述べていく必要がある。 
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新たにできたTC274とのJWG12については、TC274の勢力拡大とならないよう注意が必要である。

またこれに伴い名称を変更したWG7（建築設計における自然と生物多様性の統合）についてもexpert
を参加させて日本の意見を反映してゆきたい。 
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